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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府主導による経済政策と日銀の金融緩和などを背景に緩やかな

回復基調で推移する一方、消費税増税による駆け込み需要の反動や原材料、燃料高等による価格上昇等もあり依然

として先行き不透明な状況で推移いたしました。

 住宅関連業界におきましても、消費税増税前の駆け込み需要と消費税増税後の反動減が顕著に表れており、新設

住宅着工戸数は前年対比を大幅に下回るなど厳しい経営環境が続いております。

 こうした事業環境のなか、当社においては「総意変革 チャレンジ７」をスローガンに、抜本的な生産革新を目

的としたプロジェクト（Ｋ－７プロジェクト）をスタートいたしました。製造現場における人材育成強化とモノづ

くりの仕組みの再構築に着手し、当期間においては従業員の意識改革、組織風土の改善を促し、今後の本格的なプ

ロジェクトの展開に向けた施策に取り組んでまいりました。

 内装建材事業については、主軸商品である階段等の集約展開、並びに柔軟な組織運営により経営効率を高め、各

ビジネスラインの製販一体化によるシナジー効果の追求を目的に旧化粧建材事業と旧積層建材事業を統合し、事業

および組織体制の再編を図りました。

 新体制のもとフルプレカットの省施工階段や高遮音性能階段など新商品に対する積極的な拡販とシート階段の更

なる設備増強により生産体制の拡充に努め、階段を中心に受注は比較的に順調に推移したものの為替の影響による

資材価格の高騰が影響し収益性に課題を残す内容となりました。

 木構造建材事業については、同事業部門における主力であるプレカットにおいて第１四半期は季節的な要因もあ

り販売が低調に推移したことに加え、資材価格高騰に伴うコストアップが大きく影響し厳しい事業運営となりまし

た。こうしたなか生産性向上による原価低減や資材価格高騰を転嫁するための営業強化、また、海外におけるＣＡ

Ｄ業務のアウトソーシング化など収益改善に資する施策に着実に取り組み、受注増加が見込まれる第２四半期以降

の反転攻勢に向け準備を進めております。 

 これらの結果、当第１四半期累計期間の売上高は、30億62百万円と前年四半期と比較し、3億11百万円

（11.3％）の増収となりました。利益面では営業利益5百万円と前年同四半期と比較し、8百万円（△61.6％）の減

益となりました。経常損失は4百万円（前年同四半期は経常利益2百万円）、四半期純利益は0百万円（前年同四半

期は四半期純損失8百万円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期会計期間末における総資産につきましては、115億38百万円となり、前事業年度末と比べ14百万円

減少となりました。これは主にたな卸資産の増加等があったものの、売上債権の減少等によるものであります。

 負債については、61億56百万円となり、前事業年度末と比べ4百万円の増加となりました。

 純資産については、「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変

更・修正再表示」に記載のとおり、利益剰余金が20百万円減少したことにより、53億81百万円となり、前事業年度

末と比べ19百万円減少となりました。

 この結果、純資産の減少等により、自己資本比率は前事業年度末と比べ0.2％減少の46.6％となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成26年4月30日に公表しました予想

から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方

法を退職給付の支払見込額及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更い

たしました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

 その結果、当第１四半期会計期間の期首の退職給付引当金が21百万円増加し、利益剰余金が20百万円が減少して

おります。また、当第１四半期累計期間の営業利益、経常損失、税引前四半期純損失に与える影響は軽微でありま

す。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 771 731 

受取手形及び売掛金 4,139 4,019 

商品及び製品 264 290 

仕掛品 356 345 

原材料及び貯蔵品 919 1,008 

その他 181 170 

貸倒引当金 △5 △5 

流動資産合計 6,627 6,560 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,026 1,040 

土地 2,917 2,917 

その他（純額） 722 766 

有形固定資産合計 4,667 4,723 

無形固定資産 130 123 

投資その他の資産    

その他 171 174 

貸倒引当金 △44 △44 

投資その他の資産合計 127 130 

固定資産合計 4,925 4,977 

資産合計 11,553 11,538 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,764 2,712 

短期借入金 700 150 

1年内返済予定の長期借入金 594 662 

未払法人税等 23 8 

賞与引当金 50 25 

その他 345 466 

流動負債合計 4,478 4,024 

固定負債    

長期借入金 1,501 1,957 

退職給付引当金 116 117 

役員退職慰労引当金 40 43 

資産除去債務 2 2 

その他 11 10 

固定負債合計 1,673 2,131 

負債合計 6,151 6,156 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,473 2,473 

資本剰余金 2,675 2,675 

利益剰余金 492 473 

自己株式 △240 △240 

株主資本合計 5,401 5,381 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 0 0 

評価・換算差額等合計 0 0 

純資産合計 5,401 5,381 

負債純資産合計 11,553 11,538 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 2,750 3,062 

売上原価 2,399 2,699 

売上総利益 350 362 

販売費及び一般管理費 337 357 

営業利益 13 5 

営業外収益    

受取手数料 1 0 

その他 0 1 

営業外収益合計 1 1 

営業外費用    

支払利息 8 7 

売上割引 4 4 

その他 0 － 

営業外費用合計 13 11 

経常利益又は経常損失（△） 2 △4 

特別利益    

固定資産売却益 － 0 

短期売買利益受贈益 － 1 

特別利益合計 － 1 

特別損失    

固定資産廃棄損 0 － 

保険解約損 7 － 

特別損失合計 8 － 

税引前四半期純損失（△） △6 △3 

法人税、住民税及び事業税 2 2 

法人税等調整額 △0 △6 

法人税等合計 2 △4 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8 0 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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